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(57)【要約】
【課題】外部表示装置に対する表示が乱れたり、カメラ
側の動作が緩慢となったりすることなく、外部表示装置
を接続して利用可能なカメラを提供する。
【解決手段】本発明のカメラは、画像を表示可能な表示
部（１０）と、外部に設けられた外部表示装置（Ａ，Ｂ
）を接続可能であって、接続された外部表示装置（Ａ，
Ｂ）に表示する画像に関する情報を出力する接続部（１
５）と、表示部（１０）の表示、及び、接続部（１５）
に接続された外部表示装置（Ａ，Ｂ）の表示に関する処
理を行う表示処理部（６）と、を備えたカメラであって
、表示処理部（６）は、カメラ内で行われる演算処理負
荷又は外部表示装置に表示する表示解像度に応じて表示
に関する処理内容を変更することを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示可能な表示部と、
　外部に設けられた外部表示装置を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表
示する画像に関する情報を出力する接続部と、
　前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前記外部表示装置の表示に関する処
理を行う表示処理部と、
　を備えたカメラであって、
　前記表示処理部は、該カメラ内で行われる演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示す
る表示解像度に応じて前記表示に関する処理内容を変更すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて、表
示する画像に対して他の表示を重ねて表示するか否かの変更を含むこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて、前
記表示部と前記外部表示装置とのいずれに表示を行うのかの変更を含むこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷に応じて画像を表示する解像度の
変更を含むこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、
　表示用のデータを生成するために、複数の解像度毎に対応する複数のデータ処理部を有
し、
　画像表示用の処理には、表示する画像の解像度に対応したデータ処理部を用いて処理を
行い、
　テキスト表示又はグラフィックス表示用の処理には、表示する画像の解像度よりも低い
解像度に対応するデータ処理部を用いて処理を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項６】
　請求項５に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する画像処理部によ
り処理を行ったテキスト表示、又は、グラフィックス表示を拡大して表示するように処理
すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて画像表示とテキスト
表示、又は、画像表示とグラフィックス表示との表示比率を変更すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて動画
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表示のフレームレートの変更を含むこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項９】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記設定部により設定された表
示解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外部表示装置が
表示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１０】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、これに対応する告知を行うこと
、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１１】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記外部表示装置による表示を
行わず、前記表示部により表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１２】
　画像を表示可能な表示部と、
　外部に設けられた外部表示装置を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表
示する画像に関する情報を出力する接続部と、
　前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前記外部表示装置の表示に関する処
理を行う表示処理部と、
　を備えたカメラであって、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記表示に関する設定動作不可
時処理を実行すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記設定部により設定された表示
解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外部表示装置が表
示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１４】
　請求項１２又は請求項１３に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記接続部に接続された前記外部
表示装置が、前記設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないことに応
じた告知を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１５】
　請求項１２から請求項１４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
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　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記外部表示装置による表示を行
わず、前記表示部により表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部に接続される外部表示装置に対して映像を表示可能なカメラに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、外部に接続される外部表示装置に対して映像を表示可能なカメラが提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１には、被写体像等の主画像の上に、各種メニュー画像や文字、マーク等を示
す副画像を重ね合わせて表示装置に表示させるいわゆるオン・スクリーン・ディスプレイ
（以下、ＯＳＤ）に付いても記載されている。
【特許文献１】特開２００７－１２３９６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、近年の外部表示装置は、高解像化が進んでいる。よって、カメラに接続された
外部表示装置に対して高解像の表示を行う場合、カメラ内の処理負荷が過大となったり、
カメラ内の信号伝送路（バス）の帯域を大量に必要となったりすると、外部表示装置に対
する表示データの転送が滞り、表示が乱れるおそれがあった。
　また、外部表示装置に対する表示を行う際に、カメラ側で演算処理を含む動作を行う場
合、その処理内容によっては、上記の場合（高解像の表示を行う場合）と同様に、外部表
示装置に対する表示データの転送が滞り、表示が乱れるおそれがあった。さらに、この場
合には、カメラ側の動作も緩慢となるおそれがあった。
【０００４】
　本発明の課題は、外部表示装置に対する表示が乱れたり、カメラ側の動作が緩慢となっ
たりすることなく、外部表示装置を接続して利用可能なカメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。
　なお、本発明をわかりやすく説明するために実施形態を示す図面の符号に対応付けて説
明するが、本発明は、これに限定されるものでなく、後述の実施形態の構成を適宜改良し
てもよく、また、少なくとも一部を他の構成物に代替させてもよい。さらに、その配置に
ついて特に限定のない構成要件は、実施形態で開示した配置に限らず、その機能を達成で
きる位置に配置することができる。
【０００６】
　請求項１の発明は、画像を表示可能な表示部（１０）と、外部に設けられた外部表示装
置（Ａ，Ｂ）を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表示する画像に関する
情報を出力する接続部（１５）と、前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前
記外部表示装置の表示に関する処理を行う表示処理部（６）と、を備えたカメラであって
、前記表示処理部は、該カメラ内で行われる演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示す
る表示解像度に応じて前記表示に関する処理内容を変更する（Ｓ４０，Ｓ７０，Ｓ８０）
こと、を特徴とするカメラである。
　請求項２の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）の前記処
理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて、表示する画像に対して他の表
示を重ねて表示する（ＯＳＤ）か否かの変更を含むこと、を特徴とするカメラである。
　請求項３の発明は、請求項１又は請求項２に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（
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６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて、前記表示部と前
記外部表示装置とのいずれに表示を行うのかの変更を含むこと、を特徴とするカメラであ
る。
　請求項４の発明は、請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷に応じて画像を表示する解
像度の変更を含むこと、を特徴とするカメラである。
　請求項５の発明は、請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）は、表示用のデータを生成するために、複数の解像度毎に対応す
る複数のデータ処理部（７２～７８）を有し、画像表示用の処理には、表示する画像の解
像度に対応したデータ処理部（７５，７７，７８）を用いて処理を行い、テキスト表示又
はグラフィックス表示用の処理には、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する
データ処理部（７２，７３）を用いて処理を行うこと、を特徴とするカメラである。
　請求項６の発明は、請求項５に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）は、表示
する画像の解像度よりも低い解像度に対応する画像処理部（７２，７３）により処理を行
ったテキスト表示、又は、グラフィックス表示を拡大して表示する（Ｓ７０）ように処理
すること、を特徴とするカメラである。
　請求項７の発明は、請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じて画像表示とテ
キスト表示、又は、画像表示とグラフィックス表示との表示比率を変更する（Ｓ４０，Ｓ
７０，Ｓ８０）こと、を特徴とするカメラである。
　請求項８の発明は、請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記表示解像度に応じ
て動画表示のフレームレートの変更を含むこと、を特徴とするカメラである。
　請求項９の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し、
前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記設
定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記設定部により
設定された表示解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外
部表示装置が表示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴
とするカメラである。
　請求項１０の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおい
て、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し
、前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記
設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、これに対応する
告知を行う（Ｓ１００）こと、を特徴とするカメラである。
　請求項１１の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおい
て、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し
、前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記
設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記外部表示装
置による表示を行わず、前記表示部（１０）により表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴と
するカメラである。
　請求項１２の発明は、画像を表示可能な表示部（１０）と、外部に設けられた外部表示
装置（Ａ，Ｂ）を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表示する画像に関す
る情報を出力する接続部（１５）と、前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された
前記外部表示装置の表示に関する処理を行う表示処理部（６）と、を備えたカメラであっ
て、前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し、前記表示
処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設定された表
示解像度での表示に対応していないときには、前記表示に関する設定動作不可時処理（Ｓ
９０，Ｓ１００）を実行すること、を特徴とするカメラである。
　請求項１３の発明は、請求項１２に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）は、
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前記設定動作不可時処理として、前記設定部（１２）により設定された表示解像度に最も
近い解像度であって、かつ、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が表示可
能な解像度で前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴とするカ
メラである。
　請求項１４の発明は、請求項１２又は請求項１３に記載のカメラにおいて、前記表示処
理部（６）は、前記設定動作不可時処理として、前記接続部（１５）に接続された前記外
部表示装置（Ａ，Ｂ）が、前記設定部（１２）により設定された表示解像度での表示に対
応していないことに応じた告知を行う（Ｓ１００）こと、を特徴とするカメラである。
　請求項１５の発明は、請求項１２から請求項１４までのいずれか１項に記載のカメラに
おいて、前記表示処理部（６）は、前記設定動作不可時処理として、前記外部表示装置（
Ａ，Ｂ）による表示を行わず、前記表示部（１０）により表示を行う（Ｓ９０）こと、を
特徴とするカメラである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、外部表示装置に対する表示が乱れたり、カメラ側の動作が緩慢となっ
たりすることなく、外部表示装置を接続して利用可能なカメラを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
（第１実施形態）
　以下、図面等を参照して、本発明の実施形態について説明する。
　図１は、第１実施形態のカメラの全体構成を示すブロック図である。
　本実施形態のカメラは、レンズ１と、ＣＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子２と、撮像素子ド
ライバ３と、プリプロセス回路４と、Ａ／Ｄコンバータ５と、ＡＳＩＣ６と、ＤＲＡＭ７
と、カードインタフェイス（Ｉ／Ｆ）８と、ＰＣインタフェイス（Ｉ／Ｆ）９と、背面液
晶表示部（ＬＣＤ）１０と、ＣＰＵ１１と、操作釦１２と、電源１３と、バス１４と、接
続端子１５とを備えたデジタルカメラである。
【０００９】
　レンズ１は、例えば複数のレンズ群から構成されたズーム光学系等の撮影レンズである
。レンズ１は、撮像素子２上に被写体像を結像する。
　撮像素子２は、レンズ１が結像した被写体像を電気信号に変換する素子である。被写体
像に基づき撮像素子２が変換した電気信号である画像データは、アナログ信号のまま、プ
リプロセス回路４へ送信される。
【００１０】
　撮像素子ドライバ３は、撮像素子２のデータ蓄積と、読み出しとを制御する制御用のド
ライバである。撮像素子ドライバ３は、ＡＳＩＣ６からの指示に従い、撮像素子２を制御
する。
　プリプロセス回路４は、撮像素子２から得た画像データに対して、信号増幅、黒レベル
調整等の前処理を行う回路である。プリプロセス回路４は、画像信号に上記の前処理を行
った後に、処理後の画像データをＡ／Ｄコンバータ５へ送る。
　Ａ／Ｄコンバータ５は、アナログ信号の状態で受け取った画像データをデジタル信号に
変換し、ＡＳＩＣ６に伝達する。
【００１１】
　ＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circuit）６は、画像処理に特化した
集積回路であり、カメラ内における各種画像処理に関する演算を行う。ＡＳＩＣ６は、背
面ＬＣＤ１０と、ＣＰＵ１１とに接続されるとともに、バス１４を介してＤＲＡＭ７と、
カードＩ／Ｆ８と、ＰＣ－Ｉ／Ｆ９とに接続されている。また、ＡＳＩＣ６には、外部モ
ニタを接続する接続端子１５が接続されている。
【００１２】
　ＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）７は、画像データのバッファ、及び、
ＣＰＵ１１のプログラムワーク領域として使用されるメモリであり、バス１４を介してＡ
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ＳＩＣ６とＣＰＵ１１とに接続されている。
　カードＩ／Ｆ８は、メモリカードを着脱可能な外部メモリ用のインタフェイスである。
　ＰＣ－Ｉ／Ｆ９は、外部のコンピュータ等と接続するための接続コードを着脱可能な外
部通信用のインタフェイスであり、例えば、ＵＳＢ（登録商標）端子により構成されてい
る。
【００１３】
　背面液晶表示部（ＬＣＤ）１０は、カメラの背面（被写体側とは反対側の面）に設けら
れており、画像、及び、各種情報表示を行うことができる。本実施形態の背面ＬＣＤ１０
は、解像度６００×４００の表示が可能である。
　以下の文中において、理解を容易にするために、表示時の解像度を、低解像、中解像、
高解像として区分けして説明を行う。本実施形態では、低解像は、解像度７２０×４８０
（略３５万画素）以下の解像度を指し、中解像は、解像度７２０×４８０（略３５万画素
）を超える解像度であって、１３６６×７６８（略１０５万画素）未満の解像度を指し、
高解像は、１３６６×７６８（略１０５万画素）以上の解像度を示すものとする。ただし
、この区分けは絶対的なものではなく、適宜変更してもよい。
　この区分けに従うと、背面ＬＣＤ１０は、低解像度の表示を行うことができるといえる
。
【００１４】
　ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）１１は、カメラの動作を統括的に制御する制御
部である。ＣＰＵ１１は、ＡＳＩＣ６と、操作釦１２と、電源１３とに接続されるととも
に、バス１４を介してＤＲＡＭ７と、カードＩ／Ｆ８と、ＰＣ－Ｉ／Ｆ９とに接続されて
いる。
　操作釦１２は、カメラの各種操作を行うスイッチ等であり、ＣＰＵ１１に接続されてい
る。
　電源１３は、ＣＰＵ１１に接続され、カメラの各部に電力の供給を行う。
　接続端子１５は、外部モニタを接続するための接続コードを接続する端子である。本実
施形態の接続端子１５は、ＨＤＭＩ（High-Definition　Multimedia　Interface）規格に
準拠した端子であり、接続された外部モニタが表示可能な解像度に関する情報は、ＣＰＵ
１１が接続端子１５を介して外部モニタへ問い合わせることにより、接続端子１５を介し
てＡＳＩＣ６へ伝えられる。本実施形態の接続端子１５は、ＨＤＭＩ規格に準拠した端子
となっているが、その他の規格の端子であってもよい。
【００１５】
　図２は、ＤＲＡＭにおける記憶領域の使われ方を模式的に示す図である。図２では、理
解を容易にするために、外部モニタＡと外部モニタＢの２種類の外部モニタを同時に接続
している形態で示している。ただし、本実施形態のカメラでは、２つの外部モニタを同時
に接続して使用することはできないものとする。
　ＤＲＡＭ７は、画像処理に関しては、画像データ用メモリ７１と、低解像メニュー用メ
モリ７２と、フォントデータ記憶部７３と、低解像用ＯＳＤメモリ７４と、低解像用ＶＲ
ＡＭ７５と、中解像用ＯＳＤメモリ７６と、中解像用ＶＲＡＭ７７と、高解像用ＶＲＡＭ
７８とに領域を分割して使用される。
　画像データ用メモリ７１は、撮像素子２から得てデジタル化した画像データを未処理の
ままＡＳＩＣ６から受け取り、記憶しておく領域である。
【００１６】
　低解像メニュー用メモリ７２は、背面ＬＣＤ１０等の低解像表示装置用に最適化された
メニューを表示するときに使用される記憶領域である。低解像メニュー用メモリ７２に記
憶されるメニューに使用するフォントデータは、フォントデータ記憶部７３に記憶されて
いるものが使用される。本実施形態のカメラでは、低解像メニュー用メモリ７２の他には
、メニュー用のメモリ領域を有しておらず、中解像、高解像の表示装置に対してメニュー
表示を行う場合であっても、この低解像メニュー用メモリ７２を使用する。
【００１７】
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　フォントデータ記憶部７３は、文字表示に使用するフォントデータを記憶する領域であ
る。本実施形態のフォントデータ記憶部７３は、背面ＬＣＤ１０等の低解像表示装置用に
最適な低解像用のフォントデータのみを記憶しており、背面ＬＣＤ１０以外に対して文字
表示を行う場合であっても、このフォントデータ記憶部７３に記憶された低解像用のフォ
ントデータを使用する。
【００１８】
　低解像用ＯＳＤメモリ７４は、背面ＬＣＤ１０等の低解像表示装置にＯＳＤを行うとき
に使用する記憶領域である。低解像用ＯＳＤメモリ７４は、フォントデータ記憶部７３に
記憶されている低解像用のフォントデータを用いてＡＳＩＣ６が作成したＯＳＤ用のデー
タを保持する。
　低解像用ＶＲＡＭ（Video　Random　Access　Memory）７５は、低解像表示を行うとき
に表示する内容を保持する記憶領域である。低解像用ＶＲＡＭ７５は、メニュー表示を行
うときには、低解像メニュー用メモリ７２に記憶されたメニューデータ（シャッタ速度や
絞り値等の撮影情報等の撮影に関するデータ）を用いるとともに、低解像用ＯＳＤメモリ
７４に保持されたＯＳＤ用のデータを用いてメニューをＯＳＤできるような低解像表示用
のデータを保持する。また、撮影画像（画像データ用メモリ７１の画像）の表示を行うた
めに生成されたその撮影画像の低解像用の画像も保持する。そして、上述のメニュー（低
解像表示用のデータ）を、その低解像用の画像に重畳して表示するように、画像とメニュ
ーとからなる低解像表示用のデータを背面ＬＣＤ１０に出力する。
【００１９】
　中解像用ＯＳＤメモリ７６は、接続端子１５に接続された中解像表示装置（外部モニタ
Ａ）にＯＳＤを行うときに使用する記憶領域である。中解像用ＯＳＤメモリ７６は、フォ
ントデータ記憶部７３に記憶されている低解像用のフォントデータを用いてＡＳＩＣ６が
作成したＯＳＤ用のデータを保持する。
　中解像用ＶＲＡＭ７７は、中解像表示を行うときに表示する内容を保持する記憶領域で
ある。中解像用ＶＲＡＭ７７は、メニュー表示を行うときには、低解像メニュー用メモリ
７２に記憶されたメニューデータを用いるとともに、中解像用ＯＳＤメモリ７６に保持さ
れたＯＳＤ用のデータを用いてメニューをＯＳＤできるような中解像表示用のデータを保
持する。また、撮影画像（メモリ７１の画像）の表示を行うために生成された、中解像表
示用の画像も保持する。そして、その画像上にメニューを重畳表示するように、画像とメ
ニューとからなる中解像表示用データを外部モニタＡに対して出力する。
【００２０】
　高解像用ＶＲＡＭ７８は、高解像表示を行うときに表示する画像を保持する記憶領域で
ある。高解像用ＶＲＡＭ７８は、メニュー表示を行うときには、低解像メニュー用メモリ
７２に記憶されたメニューデータを用いる。なお、本実施形態のカメラでは、高解像の画
像表示を行うときには、ＯＳＤを行わない（後述する画像表示領域とは別途設けられたモ
ニタ上の余白領域にメニュー等の文字表示やグラフィックス表示は表示される）ので、高
解像用のＯＳＤメモリ用の領域は有していない。
【００２１】
　次に、第１実施形態のカメラの表示に関する動作について説明する。
　図３は、第１実施形態のカメラの表示に関する動作を示すフローチャートである。図３
のフローは、外部モニタが接続されていない状態からの動作を示している。
　図４は、背面ＬＣＤ及び外部モニタの表示状態を示す図である。
　背面ＬＣＤ１０での画像の表示を開始すると、ステップ（以下、Ｓ）１０では、ＣＰＵ
１１及びＡＳＩＣ６は、背面ＬＣＤ１０に低解像度で表示を行う（図４（ａ））。ここで
、背面ＬＣＤ１０には、画像とともにシャッタ速度及び絞り値を示す「１／２５０，ｆ４
」をＯＳＤする。なお、ここでは簡単のため、シャッタ速度及び絞り値を表示する例を示
したが、その他の各種情報の表示や、メニュー用のグラフィックス表示（図形や記号を用
いた表示）であってもよい。
【００２２】
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　Ｓ２０では、ＣＰＵ１１は、外部モニタが接続端子１５に接続されているか否かを判断
する。外部モニタが接続端子１５に接続されている場合には、Ｓ３０へ進み、外部モニタ
が接続端子１５に接続されていない場合には、Ｓ１０へ戻る。
　Ｓ３０では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、カメラ内で行われている処理の負荷が重い
か否かを判断する。ここで、負荷が重いか否かとは、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６が行って
いる演算処理の負荷と、バス１４を使用したデータ送受信負荷とを総合的に判断して求ま
るデータ処理の負荷である。カメラで行う負荷のうち、負荷が重い処理としては、例えば
、カメラのファームアップ処理があげられる。また、動画再生等も負荷が重い処理として
挙げることができる。
　処理負荷が重い場合には、Ｓ４０へ進み、処理負荷が軽い場合には、Ｓ５０へ進む。
【００２３】
　Ｓ４０では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、背面ＬＣＤ１０に低解像度の表示を行い、
外部モニタに対しては表示を行わない（図４（ｄ））。このステップを実行しているとい
うことは、処理負荷が重いと判断されているので、高解像や中解像の表示を外部モニタに
対してさらに行うと、処理能力が不足し、表示の乱れが生じるおそれがあるからである。
この場合、本実施形態では、シャッタ速度及び絞り値等の撮影情報のＯＳＤとともに撮影
画像の表示も継続するが、例えば画像表示を行わないようにして文字及びグラフィックス
のみを表示するようにしてもよい。Ｓ４０の後、表示を終了する。
【００２４】
　Ｓ５０では、ＣＰＵ１１は、接続されている外部モニタＡ又はＢが設定解像度に対応し
ているか否かの判断を行う。ここで、設定解像度とは、カメラの使用者が操作釦１２を利
用して予め設定しておくものであり、外部モニタが接続端子１５に接続されたときに、外
部モニタに表示を行わせたい解像度の値である。上述したように、接続端子１５を介して
接続された外部モニタからは、表示可能な解像度に関する情報を得ることができる。よっ
て、ＣＰＵ１１は、接続されている外部モニタが設定解像度に対応しているか否かの判断
を行うことができる。
　外部モニタが設定解像度に対応している場合には、Ｓ６０へ進み、外部モニタが設定解
像度に対応していない場合には、Ｓ９０へ進む。
【００２５】
　Ｓ６０では、ＣＰＵ１１は、設定解像度が中解像度であるか高解像度であるかの判断を
行う。設定解像度が中解像度である場合には、Ｓ７０へ進み、設定解像度が高解像度であ
る場合には、Ｓ８０へ進む。なお、設定解像度に低解像度を設定することは、外部モニタ
を接続する利点が少ないため、本実施形態では設定できないようになっているが、これを
設定可能としてもよい。
【００２６】
　Ｓ７０では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、外部モニタＡに中解像度の撮影画像の表示
を行う。このとき、シャッタ速度及び絞り値等の撮影情報のＯＳＤも行う（図４（ｂ））
。また、ＯＳＤされる文字は、解像度が高くなっている比率（低解像度を基準とした場合
の比率）に比例して拡大されて表示される。なお、図４（ｂ）では、この文字の拡大処理
により、モニタＡに表示される画像（撮影画像）とＯＳＤされる情報の表示との大きさの
比率は、低解像表示（図４（ａ））の場合と同じ比率になっている。しかし、例えば中解
像表示の場合の画像とＯＳＤとの大きさの比率を低解像表示の場合と変えてもよい（例え
ば中解像表示の場合には画像の方の表示比率を上げてもよい）。Ｓ７０の後、表示を終了
する。
【００２７】
　Ｓ８０では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、外部モニタＢに高解像度の撮影画像の表示
を行う。このとき、中解像度の表示を行うＳ７０の場合とは異なり、ＯＳＤは行わずに、
画像表示を行っている領域Ｂ１に重ならないモニタ表示領域上の余白領域Ｂ２にシャッタ
速度及び絞り値を同時表示する（図４（ｃ））。また、表示する文字は、低解像用のフォ
ントをそのままのサイズで表示する。これにより、表示に関する負荷を低減し、高解像度
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の画像の表示を行うことができる。なお、文字表示については低解像用のフォントを、余
白領域Ｂ２の大きさに合わせて拡大したサイズで表示するようにしてもよい。なお、図４
（ａ），（ｃ）から明らかなように、高解像表示（図４（ｃ））の場合の画像と文字（メ
ニュー等）との表示（エリア／サイズ）の比率は、低解像表示（図４（ａ））の場合と比
して、画像の表示（エリア／サイズ）の比率の方が大きくなっている。これにより、画像
表示の方を優先させた、より観賞に適した表示形態とすることができる。Ｓ８０の後、表
示を終了する。
【００２８】
　Ｓ９０では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、接続されている外部モニタＡ又はＢが表示
可能な解像度の内で、設定解像度に最も近い解像度であって、かつ、外部モニタが表示可
能な解像度で外部モニタに表示を行うか、又は、背面ＬＣＤ１０に表示を行う。ここで、
外部モニタに表示を行うか、背面ＬＣＤ１０に表示を行うかは、カメラの使用者が予め設
定しておく条件に従い、選択される。なお、外部モニタＡ又はＢに表示を行う場合には、
上述のステップＳ７０又はＳ８０で述べたのと同様の表示方法で表示を行う。
【００２９】
　Ｓ１００では、ＣＰＵ１１及びＡＳＩＣ６は、設定解像度に外部モニタが対応していな
い旨の警告、及び、それによってどのようにカメラが対応したか（解像度を変更したのか
、又は、背面ＬＣＤ１０への表示としたのか）の表示を、表示中の表示装置（外部モニタ
又は背面ＬＣＤ１０）に行う。Ｓ１００の後、表示を終了する。
【００３０】
　以上、本実施形態によると、以下の効果を有する。
（１）ＡＳＩＣ６は、カメラ内で行われる演算処理負荷（Ｓ３０）又は外部表示装置に表
示する表示解像度（Ｓ６０）に応じて表示に関する処理内容を変更（Ｓ４０，Ｓ７０，Ｓ
８０）するので、外部表示装置に対する表示が乱れたり、カメラ側の動作が緩慢となった
りすることなく、外部表示装置を接続して利用可能である。
【００３１】
（２）ＡＳＩＣ６の処理内容は、演算処理負荷又は表示解像度に応じて表示する画像に対
して他の表示を重ねて表示するか否か、すなわちＯＳＤを行うか否かの変更を含むので、
ＯＳＤを行わないようにして処理負荷を低減し、高解像度の画像のスムーズな表示が可能
となる。
【００３２】
（３）ＡＳＩＣ６の処理内容は、演算処理負荷又は表示解像度に応じて背面ＬＣＤ１０と
外部モニタとのいずれに表示を行うのかの変更を含むので、外部モニタに対して表示を行
うことが困難な場合には、背面ＬＣＤ１０に表示を切換えて、安定した画像の表示を継続
できる。例えば外部モニタＢがケーブルを介して接続され外部モニタＢに画像が表示され
ている最中に、カメラが高負荷処理であるファームアップ処理を開始すると外部モニタＢ
への表示（画像出力）を中止して、カメラの背面ＬＣＤ１０への表示（画像出力）に切換
るので、ユーザーは安定した画像を観賞することができる。又、このように表示先を切換
えていれば、例えばファームアップ処理中に、カメラとモニタＢとのケーブル接続がはず
されたとしても、ファームアップ処理完了を示す告知表示は背面ＬＣＤ１０でなされるの
で、ユーザーはファームアップ終了を確実に知ることができる。
【００３３】
（４）ＡＳＩＣ６は、画像表示用の処理には、表示する画像の解像度に対応したＶＲＡＭ
（７５，７７，７８）を用いて処理を行い、テキスト表示又はグラフィックス表示を使用
したメニュー表示の処理には、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する低解像
メニュー用メモリ７２及びフォントデータ記憶部７３を用いて（兼用して）処理を行うの
で、メニュー（文字情報やグラフィック情報等）用のメモリの削減や、メモリ消費量の低
減が図れる。
【００３４】
（５）ＡＳＩＣ６は、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する低解像メニュー
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用メモリ７２及びフォントデータ記憶部７３により処理を行ったテキスト表示、又は、グ
ラフィックス表示を単純な（処理負荷が少ない）拡大処理により拡大して、又は、そのま
まのサイズで表示する（Ｓ７０，Ｓ８０）ので、中解像画像の表示、及び、高解像画像の
表示時の負荷を低減できる。又、低解像メニュー用メモリ７２を兼用しているので、シス
テム構成を簡略化でき、小型化・コストダウンを図ることができる。
【００３５】
（６）ＡＳＩＣ６は、演算処理負荷又は表示解像度に応じて画像表示とテキスト表示（文
字表示）、又は、画像表示とグラフィックス表示との表示比率を変更する（Ｓ７０，Ｓ８
０）ので、高解像表示、及び、中解像表示時の負荷を低減できるとともに、より高い解像
度の画像の観賞により適した表示形態とすることができる。
【００３６】
（７）ＡＳＩＣ６は、接続端子１５に接続された外部モニタが、操作釦１２により設定さ
れた表示解像度での表示に対応していないときには、操作釦１２により設定された表示解
像度に最も近い解像度であって、かつ、接続端子１５に接続された外部モニタが表示可能
な解像度で外部モニタに表示を行うので、設定値に近い解像度で表示を行える。よって、
使い勝手を向上できる。
【００３７】
（８）ＡＳＩＣ６は、接続端子１５に接続された外部モニタが、操作釦１２により設定さ
れた表示解像度での表示に対応していないときには、これに対応する表示を行うので、
外部モニタが設定解像度に対応していないことをカメラの使用者が容易に知ることができ
、また、カメラがどのような対応を行ったかについても、カメラの使用者が容易に知るこ
とができる。
【００３８】
（９）接続端子１５に接続された外部モニタが、操作釦１２により設定された表示解像度
での表示に対応していないときには、外部モニタによる表示を行わず、背面ＬＣＤ１０に
より表示を行うので、表示を確実に実行できる。
【００３９】
（第２実施形態）
　第２実施形態は、第１実施形態のカメラと同様な構成において、撮像素子２により得て
いる画像を略リアルタイムで表示するいわゆるスルー画（又は、ライブビューとも呼ばれ
る）の表示を行う形態である。よって、前述した第１実施形態と同様の機能を果たす部分
には、同一の符号を付して、重複する説明を適宜省略する。
　第２実施形態のカメラでは、上述したようにスルー画の表示を行うことができる。この
スルー画の表示は、不図示のシャッタを開放した状態で行われる。また、クイックリター
ンミラーを有する一眼レフタイプのカメラの場合には、クイックリターンミラーの退避（
いわゆるミラーアップ）も同時に行われる。
【００４０】
　このスルー画表示は、いわゆる動画表示の処理となることから、処理負荷としては重い
ものであり、これにさらに付加的な処理が加わると、高解像の表示を行うことが困難とな
る。そこで、第２実施形態では、スルー画表示を行っている場合に、処理負荷に応じて表
示の形態を変更することとした。
【００４１】
　図５は、第２実施形態のカメラのスルー画表示の形態を示す図である。
　第２実施形態では、スルー画表示を行っている場合に、表示の形態を変更する付加的な
処理として、次の３つの処理がある。
　まず、負荷の軽い処理としては、ＡＥ（Automatic　Exposure）及びＡＷ（Automatic　
White　balance）を一時的に固定（ロック）している状態である。この場合、本実施形態
では、外部モニタに対して高解像表示中であっても３０ｆｐｓのフレームレートでスルー
画の動画表示を行う（図５（ａ））。
【００４２】
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　次に負荷の重い処理として、ＡＥ及びＡＷの演算を継続的に行っている状態である。こ
の場合、本実施形態では、外部モニタに対して高解像表示中には、フレームレートを１５
ｆｐｓに落としてスルー画の動画表示を行う（図５（ｂ））。こうすることにより、動画
像の滑らかさは若干低下するものの、中解像、又は、高解像の表示を継続できる。
【００４３】
　最も負荷の重い処理として、ＡＥ及びＡＷの演算を継続的に行っている状態であって、
かつ、ヒストグラム（輝度ヒストグラム等）表示を同時に行っている場合である。この場
合には、処理が非常に重いので、外部モニタが接続されていたとしても、背面ＬＣＤ１０
に対してのみ低解像の表示を行う。ただし、撮影者の操作により、ヒストグラムの同時表
示の解除が指示された場合には、再び表示を外部モニタ（図５（ｂ））で開始する。
【００４４】
　第２実施形態によれば、ＡＳＩＣ６の処理内容は、演算処理負荷又は表示解像度に応じ
て動画表示のフレームレートの変更を含むので、動画処理時に処理負荷を低減し、高い解
像度での表示が可能となる。
【００４５】
（変形形態）
　以上、説明した実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が可能であって、そ
れらも本発明の範囲内である。
（１）第１実施形態では、外部モニタに表示する解像度の変更は行っていない例を示した
が、これに限らず、例えば、演算処理負荷に応じて画像を表示する解像度の変更を行って
もよい。
【００４６】
（２）第１実施形態では、設定解像度に外部モニタが対応していない場合、その旨を表示
することによりカメラの使用者に対して告知を行う例を示したが、これに限らず、例えば
、表示の他に、音声による警告等、適宜告知の形態を追加、変更してもよい。
　なお、第１実施形態～第２実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもで
きるが、詳細な説明は省略する。また、本発明は以上説明した各実施形態によって限定さ
れることはない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】第１実施形態のカメラの全体構成を示すブロック図である。
【図２】ＤＲＡＭにおける記憶領域の使われ方を模式的に示す図である。
【図３】第１実施形態のカメラの表示に関する動作を示すフローチャートである。
【図４】背面ＬＣＤ及び外部モニタの表示状態を示す図である。
【図５】第２実施形態のカメラのスルー画表示の形態を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１：レンズ、２：ＣＣＤ、６：ＡＳＩＣ、７：ＤＲＡＭ、１０：背面液晶表示部（ＬＣ
Ｄ）、１１：ＣＰＵ、１２：操作釦、１４：バス、１５：接続端子
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